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恵みの多い自然、
ゆかしい歴史と文化のうえに人の和を織りなして、
住みよいふるさと、
活気に満ちたまち、ちくご

この土地は昔から九州とそのまわりをつなぐ交通の要所で
した。様々な土地の文化をもたらし、昔からある文化と混ざ
り合い新しい文化が生まれました。

そんな筑後市で活躍されている「子どもカフェinちくご」
の活動を、エコトンが取材に行ってきました！

子どもカフェinちくご
（筑後市）

🐽 「こどもカフェinちくご」
のみなさん、こんにちは！
普段どんな活動をしているトン？

以前はその場で調理した温かい食
事を提供する子どもカフェをしてい
たんだけれど、コロナ禍で色々な制
限がかかってしまったから、食材や
衣類等を毎月配布するというフード
パントリーという方法に変えて活動
を続けているの。

そして、子ども達の学習支援ね。
毎年、夏休み最初の1週間にみんな
で集まって勉強会をするの。学校の
先生OBにも声をかけて、一緒に活
動しているわ。

エコトン、筑後市へようこそ！
ぼくは筑後市PRキャラクター
のはね丸です！
筑後市のことを、もっともっと
たくさんの人に知ってもらって、
筑後市に恋して、筑後市に来て
もらえるようにがんばりまーる！

ぼくはエコトン！
福岡県のマスコット
キャラクターで、広
報部長にも任命され
ているんだ。
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色々な活動をしているんだね。
なんでこういった活動を始めようと思ったの？

家に食事のない子どもに食事の機会を提供した
いと思ったの。実は、メンバーの中に中学生のお
子さんがいるお母さんがいてね。子どもの友達が
家に遊びに来たことがあったんだけど、話を聞く
とその友達は自宅に食事がない様子だったのよ。
それでメンバーの家族と、その友達とで一緒に食
卓を囲んで食事をとるようになったの。この話を
聞いて、私達にも何かできるんじゃないかと思っ
てこの活動を始めたの。

私達の活動は、たくさんの方の支援で成り立っ
ているんだけど、毎月フードバンクに協力してく
ださる方の中にはこんな方もいらっしゃるの。
「自分が子どものときに貧しかった。近所のおば
ちゃんにお米をもらったり、夕飯を食べさせても
らったりして大きくなった。だから、今度は大人
になった自分が誰かの力になりたい。」この方は
よほどそのおばちゃんに助けられたのだろうね。

子どもが生きていく上で、食べることは大切な
こと。そして、学ぶことは将来に必要なことだわ。
だから私達はフードパントリーと学習支援を中心
に活動しているのよ。

平成28(2016)年1月に活動を開始して、立ち上
げ時は5名、現在は8名で活動しているよ。メン
バーも年を取ってきて、いつまで続けられるだろ
うかと思っていたんだけれど、今年で8年目にな
るね。良く続いたなと思っているわ。活動してい
ると色々なことがあるけれど、やっぱり楽しいか
らやっていけているのね。

🐽 地域の方と一緒に活動しているみたいだけど、
どうやって声をかけているの？

チラシやSNSを活用して多くの人に知ってもら
う、来てもらうようにしているわ。毎月500枚く
らい印刷して、私達メンバーで市営住宅等にも一
戸一戸配っているの。その他にもおひさまハウス
（子育て支援拠点施設）や商業施設にも設置させ
ていただいていて、チラシを見てフードパント
リーに来てくださった方もいたわ。最近
SNS(Twitter)の効果も感じているの。

フードパントリーの活動をしている団体によっ
ては、活動地域の市内在住者限定での配布をされ
ているところが多くて、私達のように限定せずに
活動している団体は珍しいみたい。だから、SNS
を見て柳川市から自転車で来られる方もいらっ
しゃったり、熊本県の荒尾市からも見えたり。そ
れにSNSを見て来られる方には、若い方が多いわ
ね。広報の仕方も大切なんだと気づかされたわ。
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開始前から並んである方もいるね。
みんなに必要とされている活動なんだなぁ。

コロナ禍で「子どもカフェ」から「フード
パントリー」に活動の方法を変えて、
どんなことが変わったのかな？

以前、子どもカフェの参加者はほとんどが
子どもだったわ。コロナ禍でフードパント
リーを始めてからは、独身の方や高齢の方が
参加されることが多くなったと感じているの。

私達の活動は、実は見守りや居場所づくり
にも繋がっているなと実感したことがあって、
以前、長靴をはいたおじいさんがフードパン
トリーに来られていたのだけれど、お米を受
け取られたときに「今日は温かいごはんを炊
こう」と涙を流されたことがあったのね。そ
んなときには私達の活動は少しは役に立って
いるんじゃないかと思うな。

🐽 会場に来ている方に
もらって嬉しいもの、嬉しかったものについて聞いみるトン！

食材の価格が上がっているから、食べ物の支援が助かるという
声を聞いたよ。中でもお米が嬉しいという声が圧倒的だった
ね！1月にはお餅の配布もあって、大変喜ばれていたよ。

他にも、お子さんがいる家庭は
子ども用のおむつや靴が助かる
との声があったね！



そもそも、なんで子ども「カフェ」っていう
名前なんだろう？

一般的には子ども「食堂」という名前が多い
と思うんだけど、この団体さんは貧困対策だけ
の取組に見られたくないという志から、「子ど
もカフェ」にされたと聞いているよ。子ども全
員、なんなら地域の方全体が困っていてもいな
くても大事にしようという姿勢で活動されてい
るんだ。困っている方達の中には、自ら声を挙
げられる人もいれば、「助けて」の一言が挙げ
られない状況の方もいる。他者が困っているか
どうかわからないことも多いんだよね。だから、
みんなに食事を提供しているんだって。これっ
て、本当にすごいことだよね。

実は、コロナ禍で様々な制限がかかったこと
で、活動できなくなった子ども食堂も多いんだ
けど、調理した食事をその場でみんなで食べる
形式からフードパントリーという形に変えて活
動されていて、とても強い想いを感じるね。

5

そうだったね。活動の場を通じて人と人との繋がりができていて、
本来の活動をきっかけにつながりの輪ができているなんてすごい
ことだね！

🐽 たしかに、フードパントリーの会場を思い返すと、いつも来られ
ている方同士で知り合いになって近況を確認されたり、来られて
ない方の心配をされたりしていたね。

🐽 そして、みんなが食材を受け取ったときに「ありがとう」と笑顔
になるし、ニコニコしながらお菓子を選ぶ子ども達の笑顔が何よ
り印象的だったな。

「子どもカフェinちくご」さんのことについて
もっと知りたいんだね？

「子どもカフェinちくご」さんは、筑後市ボラ
ンティア連絡協議会（以下、協議会）に所属して
いて、社協では食品の提供、協議会の活動助成金
等の応援をしているんだよ。

社協の支援を受ける団体が多い中、「子どもカ
フェinちくご」さんは基本的に自立されている団
体で、社協には特に支援を求められず、自前の資
金でできる限り活動されているんだ。

🐽 そういえば、フードパントリーには
お菓子も並んでいたよね。

そうそう、お菓子は子どもに人気だね。未だに
フードパントリーというとマイナスのイメージを
持つ人もいるそうなんだけど、お菓子の配布は子
どもの自尊心形成にもなる良い取組だと思うよ。
お菓子があると受取る側のハードルが下がるから、
「ここに行ったらお菓子がもらえる」という楽し
い場所になるよね。

よーし、次は社協で
話を聞いてみようか！

みんな、よろしく
お願いしまーる！

エコトーン！！

次は「学習支援」
の会場に行って
みようか！
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先生が参加した中で嬉しかったことは？

私は教員をもう退職していて、少しでも
人の役に立てればと思って参加したことが
きっかけだけれど、実は自分自身にとって
も嬉しいことがいっぱいなんだって気づか
されたよ。この活動で子ども達と触れ合う
ことが私にとっても良い刺激になっていて、
元気をもらえるね。小学生から中学校を卒
業するまで参加してくれる子もいて、毎年
成長を見るのを楽しみにしているよ。

コロナ禍以前は、お昼時に食事の提供が
あったり、お楽しみ会でビンゴをしたりと、
子ども達の喜ぶ顔を思い出すね。昼食も手
が込んだ料理をおなかいっぱい食べられて
いて、みんな幸せそうだったよ。

エコトン、学習支援の会場についたよ。
先生、こんにちは！！

🐽 みんな一生懸命机に向かっているね。と
ころで「学習支援」ってどんな活動？

夏休みの序盤にドリルや復習を持ち寄っ
て、みんなで勉強するんだよ。もちろん大
半の子は全ての宿題が終わるわけじゃない
けれど、中には工作等の宿題以外は全部終
わらせて帰る子もいるんだよ。お子さんに
よって得意、不得意みんな違うから、寄り
添って支援することを大切にしているよ。

なるほど、友達と集まって勉強できるの
は励みになるよね！お母さん方にとって
は、学習支援はどんな活動なの？

毎年、夏休み前になると子どもカフェinち
くごさんから案内のチラシが届くの。

家だとテレビやゲーム、スマートフォンな
ど誘惑が多くて勉強に集中できていないん
じゃないかと思うことがあるの。だから、学
習支援に参加してくれると、勉強する環境が
確保される上に、宿題ははかどるし、友達が
できるから子どもにとって良い活動だと思う。

それに、最近は共働きの家庭が多くて、日
中に保護者がいない子どもが増えているの。
だから、子ども達だけじゃなくて親にとって
も本当に良い機会になっているね。

🐽 お友達にも話を聞いてみるよ！参加した
感想を聞かせてほしいトン！

やっぱり宿題が早く終わるのが嬉しいな。
終わらせた後には、いっぱい遊んで夏休み
を満喫できるからね！

今年はコロナ禍も少し落ち着いて、お楽
しみ会ができたんだ！じゃんけん列車やビ
ンゴ大会、ダンスをしたんだよ。勉強をが
んばったごほうびにみんなでレクリエー
ションができて楽しかったなあ。

学習支援には色々な学校から集まるから、
はじめましての子とも友達になれるんだ。
勉強を教えてくれる先生とも仲良くなれる
んだよ。毎年会えるから安心して勉強を頑
張れるし、みんなが僕のことを覚えていて
くれるのも嬉しいんだ！
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活動する上でのお悩みを聞いてもいいかな？

活動を手伝ってくれる人がもっと増えたらなと。
特に学習支援の先生役をしてくれる人を探してい
るわ。

あとは、どうしてもフードパントリーに提供し
てもらう食品が少ないことがあるの。支援の輪を
更に広げて、寄付してくださる方が増えれば、来
られる方に安定して配布できると思うわ。例えば、
防災食で賞味期限が近くなったものや、１つひと
つの品物の量が少なくてもいいの。少しでも誰か
のためになればという方が仲間になってくれたら
と思っているわ。

よーし、エコトン
最後にもう1度、
子どもカフェinちくごさんに
お話を聞いてみようか？

🐽 これまで活動してきて、印象に残っている
エピソードはどんなことだトン？

たくさんの思い出があるけれど、あれはコロナ
禍以前に学習支援をしていた日のことだったわ。
私達は子ども達が勉強している間に、昼食の準備
をしていたの。勉強した後にみんなで食卓を囲ん
で温かいご飯を食べられるようにね。

そんなとき、友達がみんな学習室で勉強してい
るのに、何度も調理室を覗きに来る子がいたの。
初めは何か用事があるのかなと思って様子を見て
いたわ。その内に昼食の時間になったから、子ど
も達に食事を提供したの。そうしたら食べものを
ぱっとバッグにしまって、残りを口いっぱいにほ
おばったの。その子の様子を見たときに、やっぱ
り私達の活動は必要とされているんだなって感じ
たわ。

最後に嬉しかったとき、やりがいを感じるとき
について教えてほしいまーる！

やっぱり協力の輪が広がったときかな。遠くの
人にも思いが届いたときが嬉しいね。この活動を
続けていることによって、ただ「もの」を提供す
るだけではなく、様々な繋がりが広がって人を育
てていけているなと感じているよ。

そして、子どもの成長する姿を見られることね。
学習支援に参加するだけでなく、フードパント
リーにも兄弟で参加してくれる子達もいて、小学
１年生から中学３年生までの成長を見せてくれた
子もいたわ。

エコトン
また筑後市に遊びにおいでね！

今日は本当にありがトン！
また、みんなに会える日を
楽しみにしてるトン！



ふるさと大莞活性化委員会
（大木町）

緑の風が吹き渡る ふるさと 大木町

県の南西部に位置し、九州の穀倉地帯筑後
平野のほぼ中央にあります。温暖多雨の穏や
かな気候にくわえて、町全体が標高4〜5メー
トルのほぼ平坦な理想的な田園地帯です。
また、町の総面積の約14％を占める堀（ク

リーク）が、町全域を縦横無尽に張り巡らし
ており、その歴史は荘園時代にまで遡るほど、
日本屈指のクリーク地帯です。

そんな大木町で活動されている「ふるさと
大莞活性化委員会」をエコトンが取材してま
した。何やらとっても素敵なイベントが開催
されるようですよ。

おおい

8



9

私はさるこいちゃん、よろしくね！
さるく＝「歩き回る」という意味の方言からついた名前だよ。
「さるこい」は「一緒に歩こう」という意味なんだ。
エコトン、「さるこいフェスタ」に興味があるんだね！

このイベントは、健脚を競うウォーキングイベントとは違って、
郷土を学んだり、伝統行事を体験したり、郷土料理を味わって
もらったりしながら、参加者の方に大木町でゆっくりとすごし
てもらう交流イベントなんだよ。

🐽 「さるこいフェスタ」について、もっと詳し
く知りたいトン！

今年は大莞地区で開催するんだ。
ふるさと大莞活性化委員会のみなさん、エコ
トンに教えてあげてね！

平成17年から始まったイベントで、平成26年
度からは、町内の6つのブロックで順番に開催し
ているんだ。歩くルートは関係する地区のみん
なで実際に下見（事前歩行会）をしながら話し
合って決めるんだよ。コロナ禍で3年ぶりの開催
になるけれど、なんと今回で16回目なんだよ。

このイベントの特徴は、地域みんなで自分達
の地区の“よかひと”“よかもん”“よかところ”を掘
り起こして、他の地区や町外からの参加者に“わ
が地区自慢”をしてもらうイベントなんだ。それ
ぞれの地区が主体となって「できる人」で「で
きること」をすることを心掛けているよ。

派手な催しを行うのではなく、のどかな田ん
ぼや堀の風景の中で、コース途中の休憩所で、
手作りの郷土料理などを振舞いながら、参加者
に地域の人達と交流を深めてもらうんだ。

🐽 活動のきっかけを聞かせてほしいトン！

自分も含め、誰もが大莞に住んでよかったな
と思うことができるような安全安心のまちづく
りをしたいと思ったんだ。

そのために、地域の人達がより顔を合わせる
機会を作ろう、昔の田舎を取り戻してみんなで
協力できる地域を作ろうと思ったんだよ。

役場も含め、様々な人と繋がりができる。特
に若い人たちとも仲良くなることができるから、
この活動をしていてよかったと思うね。

今年の一大イベントは何と言ってもさるこい
フェスタ！地域一体となって頑張っているよ。

将来、どんな地域になったらいいかな？

住みやすい大莞を目指したいと考えているよ。
自分達の世代は長らく地域の中心的な役割を
担ってきたけれど、新しい人にも委員会に入っ
てもらって一緒に活動してもらう体制が整えば
いいなと思っているよ。

これからは行政に頼るばかりでなく、地域が
しっかりしないとまちづくりはできないからね。



🐽 役場では地域のみなさんにどんなサポートをし
ているトン？

当日のボランティアなど、色々お手伝いさせ
てもらっているけれど、さるこい活動交付金が
挙げられるね。さるこいのおもてなしにかかる
費用に使ってもらえるよ。例えば、さるこい当
日にお客さんに提供する食材の購入費や提供に
必要な臨時営業許可申請手数料、かかしやコー
スの案内板等を制作する資材費なんかに使って
もらっているね。 10

エコトン、私達も事前歩行会と会議に参加させ
てもらおうか。

🐽 ぜひ参加させてほしいトン！
・・・そもそも事前歩行会って何だトン？

良かったら歩きながら説明するね。さるこいの
コースを決めるために、みんなで実際に地域を歩
いてみるんだ。コース各区間の時間を計測し、ト
イレの設置箇所や参加者がおもてなしポイントで
休憩する時間を計算するんだよ。

参加者は、さるこいちゃんの缶バッチをつけて
2つのコースに分かれて周るんだ。コースで人が
分散することで混雑が避けられるから、参加者は
ゆっくり見物しながら歩くことができるし、地域
側はおもてなしの準備がきちんとできるんだよ。

たくさんの方に参加してもらうから、安全体制
を万全にできるよう人や看板を配置しているんだ。
交通面で危険な箇所や2つのコースが交わる箇所、
折り返しの箇所等、場所によっては道がわかりに
くいこともあるから、コース案内のためにルート
番号の札を表示しているんだよ。

🐽 次は大木町役場の方にお話を聞いてみるトン！

私たちはさるこいフェスタを始めるときから携
わってきたメンバーの一員なんだ。発起人のうち
5名が今も役場で働いていて、ボランティアとし
て携わっているんだよ。

事前歩行会の結果を踏まえて、イベント当日ま
で会議を重ねていくんだよね。

そうだね。各地域から3〜4名の人が集まって、
イベント当日までにたくさんのことをみんなで確
認し合うんだ。例えば、コースやスケジュール、
おもてなし内容の確認、備品の搬入回収、買い物
チケット、地域の紹介パネル、新型コロナウイル
ス感染症感染拡大防止対策など話し合って決める
ことはたくさんあるね。

地域みんなで工夫して準備するんだけど、作っ
た人によってこだわりが出て面白いんだよ。例え
ば手作りのかかしや唐箕（昔の農機具）に番号札
を付けたり、地域の人が首から下げながら案内す
るところもあるんだ。



🐽 さるこいフェスタの楽しみ方を
教えてほしいトン！

参加者にはルートマップと缶
バッジ、買い物チケットを配布す
るよ。買い物チケットを使うと各
地域が準備する料理等のおもてな
しを受けられるよ。

🐽 一緒に歩いているリヤカー隊っ
てどんな人たちなの？

子どもや疲れた方、荷物等参加
者の希望に合わせてリヤカーを牽
いてサポートする部隊なんだ。参
加者からは毎年好評で、地元企業
の社員やボランティア、役場職員
等が隊員としてコースを周回する
んだよ。住民や地元企業等、地域
全体で参加者におもてなししてい
るんだ。
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いよいよさるこいフェスタ本番！
みんな、楽しんでいってね！

🐽 キノコもトマトも

おいしそう！

こういうイベント
は、特産品の野菜を
宣伝、販売する良い
機会になるよ。特に
「すぎたけ」はここ
にしかないきのこで
来た人に実際に手に
取ってもらえるのは
嬉しいな。

🐽 いたるところにパネルがあるね。

地域毎で説明パネルを作って、
地域の行事や地域の偉人等の紹介
を行うんだ。パネルは各地区で管
理しているんだよ。

この木のキーホルダーは、
せっかく来てもらうなら、
参加者の方をおもてなしした
いと地域にある建具屋さんが
作ってプレゼントしたんだ。



私が住んでいるところでは、地域
のつながりを感じる機会が少ないん
だ。けれど、このイベントでは、コ
ミュニティを通して、地域が繋がっ
ている感じがしたよ。

同じ町内でも、地域ごとの違いが
面白い、おもてなしの内容それぞれ
に意味があるんだと感じたよ。
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クチナシご飯

🐽 学生さんも参加しているんだね！

私達は社会教育を学んでいるんだ。
海外からの留学生や福岡市内から来
た学生が参加しているよ。以前、役
場の方から話を聞く機会があったか
ら、今回は地域の人の話を聞くため
に参加したんだ。

🐽 美味しそうなお赤飯だトン！おば
あちゃん、1つくださいな。

おいしそうに食べてくれて嬉しい
ね。今日は朝から100人前準備した
んだよ。昔から色々な行事には欠か
せないからね。みんなからは大変だ
ねって言われるけれど、いつも自分
で作っていたからなんてことはない
よ。近所の若い子とは本当の親子み
たいな付き合いをさせてもらってい
るね。顔を合わせれば、気軽に声を
かけ合って、みんな仲がいいのよ。

地域を周っていると、郷土料理を
提供してくれたり、各所に人がいて
地元の神社のことを教えてくれたり
とたくさん人と話すことができたよ。
他にも昔の道具の使い方も教えてく
れるんだ。例えば、石臼できな粉を
ひいたり、水車で水を揚げる体験を
させてくれたりしているうちにお互
い笑顔になっているんだ。地域の人
に歓迎してもらえている感じがして
嬉しいよ。



🐽 たくさんの人から愛されるイベントなんだね！

こんなイベントを成功させるには、大変なこともた
くさんあったんだよね？

やっぱり人集めだね。計画はみんなでわいわいやってばっ
ちり立てられるけれど、実際に動いて活動してくれる人員を
集めることに苦労したな。コロナ禍だからだというのもある
けれど、若い人が集まらないことがあって。

最初は人を集めることから始めたよ。イベントをすること
になっても、最初は地元の人も集まらなくてね。６年に１回
開催地域の順番が回ってきて、コロナ禍ということもあった
から８年ぶりにやることになったんだよ。８年経つと世代交
代もしていて、前回のさるこいを忘れていたり、知らなかっ
たりする人もいるくらいなんだ。

人によっては当日だけなら対応できる人もいて、今日は全
部で30人程の方に協力してもらっているよ。地域の活動とな
ると75歳以上の方に多く参加していただいているけれど、子
どもから大人まで多くの人達が協力してくれているんだよ。

やっぱり、近所の人との付き合いや結びつきは大切だよ。
こういうイベントを通して自分達が住む地域や町のために何
かできて嬉しいね。他の地区にも広げていけたらいいなと
思っているよ。

🐽 もう1家族お話を聞いてみるトン！

イベントは子ども会で知ったんだ。私は大木町に住んでい
るけれど、日中は仕事で地元に関わることが無いんだ。この
イベントは地元を知る良い機会になっていると思うよ。こう
して子どもと一緒に地域で体験しながら過ごす時間は大切に
したいよね。
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🐽 親子でイベントに参加している人がいるね。少しお話を聞
いてみるトン！

私は町外からから来たんだけれど、今回で２回目の参加に
なるね。前回は道の駅でイベントを知ったんだ。とても面白
かったから、今回も参加したよ。郷土料理やたこ焼きなどが
あって、私だけでなく子ども達も楽しんでいるよ。



私たちはアンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み）を通して、日常生
活での様々な判断や意思決定をしていま
す。
アンコンシャス・バイアスがもたらす影
響について、少し立ち止まって、考えて
みませんか？
県では、今年度新たに地域社会での身近
な場面を題材としたアンコンシャス・バ
イアスに関する動画を作成しました。職
場編・家庭編の動画もご覧いただけます
ので、ぜひ御覧ください。

動画の視聴はこちら→

こどもエコクラブは、３歳から高校生
まで誰でも参加できる環境活動のクラブ
です。自分たちの興味関心のある環境保
全活動や環境学習を通して、子どもたち
が人と環境の関わりについて幅広い理解
を深め、地域の環境保全活動の環を広げ
ることを目的としています。登録料、年
会費は無料です。登録すると、活動中の
事故に伴う賠償をサポートする「賠償責
任保険」の対象となるほか、協賛企業か
ら活動に役立つグッズの進呈などもあり
ます！

詳しくはこちら→
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市役所等の職員になりすました犯人か
ら「介護保険料の払戻しがある」などと
電話を受けた被害者が、ＡＴＭに誘い出
され、携帯電話で犯人から指示されるが
ままＡＴＭを操作して、相手側の口座に
振り込んでしまう還付金詐欺が後を絶ち
ません。被害を防ぐため、ＡＴＭを利用
する際は、携帯電話のご利用を自粛して
いただく取組を推進しています。

●ＡＴＭを操作して、
還付金が振り込まれ
ることは絶対にありません

県庁お知らせ掲示板🐽

ＳＴＯＰ！ＡＴＭでの携帯電話

こどもエコクラブにご登録ください！

アンコンシャス・バイアス
（無意識の思い込み）を考えてみよう！


